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近年の物理工学やITの発展に伴い、粒子線の照射技術は年々進歩
しており、より多くの線量をより正確に腫瘍に集中し、 
同時に腫瘍周辺の正常組織への 
ダメージをさらに減らす事が可能となってきた。 
 
一方で、照射された生体は、細胞レベルでも、個体レベルでも、
環境条件や遺伝的背景などの影響を大きく受けてしまい、均質な
応答を誘導することが非常に難しい。 
放射線により誘導される活性分子種は線質と線量に依存して比較
的均質に産生されるにもかかわらず、個体レベルの影響では数倍
に及ぶ差がでることは珍しくない。 
このことは、正確な照射技術の効果の最大化に、粒子線生物研究
のさらなる発展が寄与できる事を示唆していると考えられる。 
  
 
我々は、重粒子線治療に資する生物研究を目指して、そのなかで
も主にマウスモデルを用いた炭素イオン線-免疫併用療法による
転移制御や放射線治療抵抗性癌の解析を進めてきた。 
その過程において、RBEだけでは説明できない重粒子線の特有の
生物効果が幾つか明らかになってきている。 
 
本セミナーでは、我々のこれまでの研究結果やそれに関係する
HIMAC共同利用による成果の紹介に加え、粒子線治療の発展にむ
けて粒子線生物研究は何ができるかを議論したい。 
 
   

  


